
４月から５月にかけては行楽日和が続きます。桜や
つつじなどの花々をめでるもよし、柔らかな新緑を
楽しむもよし。大型連休もあり気候も暖かくまさにお
出かけ日和です。今回の特集はズバリ「旅」。旅行
のお供にいかがでしょうか。 たびぼん  「旅」といえば……「ジャーニー」（笑）。近年日本でも映画やＣＭ等でリバイ

バル・ヒットしているのでご存じの方も多いのでは。バンドの看板だったス
ティーヴ・ペリー脱退以降紆余曲折あったが、無名のシンガー、アーネル・ピ
ネダが加入し見事に復活。（この経緯はシンデレラ・ストーリーである。）本作
はその再編成第1弾で、現メンバーによる旧曲の再録も収録。古参のファン
も納得できる、彼らの自信に満ちた作品だ。 
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がく 

『天国はまだ 

遠く』 
瀬尾 まいこ著  
新潮文庫  
BFセ 
中央ほか所蔵 

人生に疲れ果て、命を絶

つ場所を求め旅に出た千

鶴。行き着いた先で自殺に

失敗するも、民宿の主人で

ある田村や村人たちとの出

会いが千鶴を少しずつ癒し

ていく。旅ならではのその

土地の豊かな自然や景色、

美味しそうな食べ物の描写

がとても上手いと感じた作

品。 

がく 

『駅弁読本』 
 

 
上杉 剛嗣著  
枻出版社  
596.4ウ  
篠崎ほか所蔵 

列車での旅といえば駅弁！ 

私も昔、峠の釜めしが食べ

たいが故に群馬まで行った

ことがあります（笑）。本書は

現在販売している弁当の紹

介、歴史、筆者が駅弁を求

めて旅した記録など、駅弁

の魅力を存分に感じられる

一冊です。是非一度、駅弁

を目的に旅行してみてはい

かがでしょうか。 

がく 

『１２月２５日の 
怪物』 
 
 

高橋 大輔著 
草思社  
386タ  
篠崎ほか所蔵 

「 日本のサンタは布袋

様？！」ロンドンでふと手に

とった地図『ザ・サンタ・マッ

プ』がきっかけで、サンタク

ロースの正体を追いかける

旅に出た著者。聖ニコラウ

スの生誕地トルコを皮切り

に、世界各地を訪れる。３

年近くをかけた探索の旅の

果てに見えてきたサンタク

ロースの実像とは？ 

がく 

『上海游記』 
（「芥川龍之介全集 
  第８巻」所収） 

 芥川 龍之介著  
岩波書店  
918ア8  
篠崎ほか所蔵 

この旅行記は芥川が上海を訪

れたときの様子を書いたもの

である。行きの船で船酔いをし

たり、着いて早々に車屋（人力

車）に囲まれて面食らったりと

旅の様子や体験が芥川らしい

ユーモアのある表現で詳細に

描かれている。個人的に気に

入っているのは、芥川がとある

有名な革命家のもとを訪れた

時の話。芥川が注目している

のは熱弁をふるう彼ではなく、

壁にかかったワニのはく製

だったりするところが面白い。 

がく 

『タフの方舟』１・２ 
ジョージ・R.R. 
マーティン著  
ハヤカワ文庫SF  
B933マ1・2  
篠崎ほか所蔵 

怪異な容貌と秀でた頭脳

を持つ宇宙商人タフ。とん

でもないバイオテクノロ

ジーを備えた巨大宇宙船

で愛猫と共に宇宙を旅す

る。寄港地の星々で様々

な国難を“解決”するのだ

が、それがもたらすものは

幸福でないことも･･････。 

がく 

『イギリスだより』 
 
 

カレル・チャペック著  
ちくま文庫  
B989チ  
篠崎所蔵 

チェコの作家チャペックが、

仕事のためイギリスに旅行し

たときのことを綴った紀行文

です。よくありがちな、津々

浦々を褒めるばかりではなく、

産業革命の果てにつまらな

くなってしまった点もバッサリ

斬っていて、この作家の良さ

を感じます。けっして批評く

さくなく、愛嬌のある軽い文

なので、一気読みできる作

品です。メモっぽい著者自

筆のイラストも面白いです。 

がく 

『ニッポンおみ 
やげ紀行』 
 
 

泉 麻人著  
講談社文庫  
B915イ  
篠崎所蔵 

皆さんは旅行先が決まったら、

まず何を調べますか？  私は

おみやげです。友人や会社

の同僚に、良いおみやげを

渡したいからです。そんな私

のような人にオススメなのが、

この本です。著者が有名観

光地の名物菓子をイラストと

共に紹介しています。魅力的

なおみやげが勢ぞろい！ 是

非ともおみやげ選びの参考

にして下さい。 

がく 

『お伊勢もの 
がたり』 
梶 よう子著  
集英社  
Fカ  
篠崎ほか所蔵 

母のまつに誘われて、初の

伊勢参りに行くことになっ

た武家の奥方・香矢。そこ

に娘の雪乃と見習い案内

人の久松が加わり、四人の

旅はチャンバラあり、恋愛

あり、人情ありのバタバタ珍

道中に……。旅の楽しさだ

けでなく、旅での出来事は

良いことも、悪いことも人を

成長させるということを本書

は教えてくれます。 

がく 

『こわれない 
風景』 
 
 

吉村 和敏著  
光文社  
295ヨ  
篠崎ほか所蔵 

カナダを巡って撮影した美し

い写真とエッセイで綴られた、

とても素敵な本に出会いまし

た。煌めくような美しい写真

からは、光や風、空気、感情、

心豊かな生活や人生までも

が伝わってくるようです。それ

は、著者が心をときめかせ幸

せを感じて旅をし写真を撮っ

ているからではないでしょうか。

また日本にはない風景に、

見る者が安らぎを覚えるから 

ではないかと思いました。 

がく 

『ハーメルンの 
笛吹きを追え！』 
 
 

ビル・リチャードソン著  
白水社  
933リ  
篠崎ほか所蔵 

ハーメルンの笛吹きに連れ

て行かれた子どもたちはどこ

へ行って、どうなってしまっ

たのか？ 町に残された少

女ペネロピーは、森の賢者

の力を借りて消えた子どもた

ちを取り戻す旅へ出る。風変

わりなその旅路は何と夢の

中の世界だった。途中から

加わる旅の仲間が魅力的な

ファンタジー。 

がく 

『世界石巡礼』 
 
 

須田 郡司著  
日本経済新聞出版社  
202ス  
篠崎ほか所蔵 

コスタリカの謎の石球、カ

サブランカの巨石神殿、モ

ンゴルの石神……著者は

世界中の巨石、奇岩、聖

なる石を訪ね写真を撮る。

石が過ごしてきた気の遠く

なるような長い年月や人々

とのつながりが感じられる

旅行記。 

『レヴェレイション』 ジャーニー  G1シ07607 篠崎ほか所蔵 

がく 

野地 秩嘉著  
小学館  
645ノ  
篠崎ほか所蔵 

巷にあふれるイベリコ豚に

疑問を抱いた著者。本物

のイベリコ豚とは？の答え

を求めスペインへ旅立つ。

多くの出会いや困難を経

験しつつ、なんと豚をまる

ごと買ってハムをつくって

しまう。情熱のなせるわざ

に胸が熱くなる。 

『イベリコ豚を 
買いに』 

http://honto.jp/lb.html?prdid=25337709&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=03390775&srt=1

